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放火罪における現住性の判断と
その限界について


























































































































































































































































































































































































































































































































調されたとも考えられる（Vgl., Lackner/Kühl, StGB, 27. Aufl., 2011, § 306. Rn. 1.）。
36）306条 b 特別重放火罪
「（）306条または306条 aについて放火によって他人の身体に対して重大な傷
害または多数の人を傷害した者は，年を下らない懲役に処す。
（）306条 aの場合において以下を行った者は，年下らないを懲役に処す。
．その行為によって他人に死の危険をもたらした場合
．他の犯罪を可能にする，あるいは隠匿する意図の下に行われた場合，
あるいは，．小さな火力を隠蔽し，または強化した場合」
54
37）306条 c 死の結果を伴う放火
「306条から306条 bについて放火によって人を死亡させた者は，終身刑または10
年を下らない懲役に処す。」
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